
明るく、強く、美しい心の子供の育成 

令和５年度 学校運営のグランドデザイン 

 学校の教育目標 

 

目指す子供像 

 

 

 

重点目標・重点内容 

 

 

確かな学力の育成 健やかな体の育成 豊かな心の育成 

学ぶ意欲をもち、 
共に学び合う子供を育てる 

体力つくりと心身の健康・ 
安全に努める子供を育てる 

互いのよさを認め、よりよく 
生きようとする子供を育てる 

○問題発見・解決能力の育成 

・子供の問題（課題）意識を高めるた

めの手立ての工夫 

・子供が自己調整しながら学習を進

めることができるようにするための手

立ての工夫 

○主体的・対話的で深い学びの実現

に向けた授業改善の推進 

・生きて働く知識・技能の確実な習得 

・個に応じた指導・支援の充実 

・学ぶ意欲を向上させる授業づくり 

・生徒指導機能の充実と学習規律の確立 

○思考力・判断力・表現力等の育成 

・書くことによって思考を深めるノート

指導の継続 

・各教科等の特質に応じた言語活動の充実 

･ＩＣＴの効果的な活用 

○評価を基にした学習改善や指導改

善の工夫 

  ・指導と評価の一体化 

･年間指導計画の見直しと改善、教

科等横断的な指導 

○家庭学習の充実 

･読書活動の推進  ・AI ドリルの活用 

･望ましい学習習慣の確立 

○課題に基づく体力の向上策の

推進 

･体力･運動能力調査結果等の    

活用 

･運動の楽しさや喜びを味わえる

体育科の授業の充実 

･「元気いっぱい運動」「全校遊

び」の推進による運動の日常化 

○「とやまゲンキッズ作戦」の調査

結果の活用 

･心身の健康状態の把握と改善

への取組 

○望ましい生活習慣の形成 

･早寝、早起き、朝ごはん 

･メディアコントロールデー(テレ

ビ･ゲーム時間等の抑制) 

  ・ネットルールづくりの推進 

・食に関する正しい知識と望まし

い食習慣の定着 

○安全な環境づくりと自ら安全に

行動する能力の育成 

・交通安全教室や自転車教室 

等における実践的指導 

・緊急時の対処法を身に付けるこ

とができる避難訓練の実施   

○いのちの教育を核とした教育活

動の推進 

・認め励まし合う機会の充実 

・喜びや悲しみ等の感情を仲間と

共有する機会の設定 

・いのちを守るための知恵の習得と

態度の育成 

○一人一人を大切にする学級経営 

･自尊感情・自己有用感を高める指導

の工夫(居場所づくり・絆づくり) 

･積極的な児童理解の推進(面談、

各種調査)  

○人権教育、道徳教育の推進 

･異学年交流・縦割り活動、ボラン

ティア活動の推進 

・感謝の心や他者を思いやる心の

育成 

・人権カレンダーの活用 

・いじめやネットトラブルの未然防止 

・自己選択・自己決定の場の設定

による生徒指導の充実 

○花とみどりの少年団活動、栽培

活動の充実 

･フラワーランド等を通じた生命尊

重、自然愛護の精神の醸成 

４A運動の推進（あいさつ、あんぜん、あとしまつ、あかるくはきはきと） 
フラワーランドの活動 

アクションプラン１【継続】 
よりよい学び方の定着に向けた 

ノート指導 
目標達成率 全校児童の 80%以上 

アクションプラン２【継続】 
メディアとの上手な付き合い方 
メディアコントロールの推進 
目標達成率 全校児童の 80%以上 

アクションプラン３【継続】 
「あいさつ」を重点とした 

４Ａ運動の推進 

目標達成率 全校児童の 85%以上 

（知）明るい子 
よく考え学び合う子 

（体）強い子 
たくましい心と体をもち、 

ねばり強くがんばる子 

 

（徳）美しい心の子 
思いやりがあり、 

互いに助け合う子 

 

「深い学び」を目指して、主体的に考えを見つめ直す子供の育成 

～算数科におけるＩＣＴの効果的な活用を通して～ 



 

目指す学校像 

◇子供        ｢安心感がもてる学校」 

◇保護者    「信頼できる学校」    

◇地域の方々 「自慢と思える学校」   

◇教職員   「働きがいのある学校」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 運営方針 

○「チーム若栗」を効果的に機能させる。 

得意分野やそれぞれの専門性を生かした体制づくり、共通理解と共通行動、「助けて、教え

て、困った」が言える温かい人間関係づくり 

○危機管理意識を高め、安心･安全な学校にする。 

事件・事故の未然防止、早期に適切な対応、報告･連絡･相談・その後の確認の徹底、いじめ

見逃しゼロ・体罰ゼロ、不登校への対応、特別支援教育の充実 

○児童理解に努め、学級経営の充実を図る。 

○成果を実感し、意欲が高まる教育活動を推進する。 

○現職研修を充実させる。 

 研究主題に基づき全校体制で取り組む校内研修の推進、ＯＪＴの推進、チーム学校を支える

一員としての力量の向上、キャリアステージに応じた資質能力の向上 

 

 

     

    

創立の精神「寛栗」   

☆ 心の広さと自身への厳しさを根底に 

家庭や地域に信頼され、貢献する学校づくりを進める 

○適時適切な情報発信、早急で確実な連絡体制 

（ホームページ、各種たよりの配付、安全メールの配信） 

○学校評価を基にした学校運営の改善 

（学校評価の公表や学校評議員制度、保護者アンケートの活用） 

○地域に根ざした教育活動の推進 

（地域の教育力・教育資源の活用、体験活動の充実、地域行事

への参加や地域との交流活動の促進） 

○家庭や地域と連携した教育活動の推進 

（家庭や地域、家庭訪問、個別懇談会、若栗児童クラブ） 

家庭や地域と共に進める学校づくり 

やさしい子供が育つ学校 

一人一人を大切にする教育の充実 

目指す教師像  

・豊かな人間性を身に付けた教師   

・子供のよさや可能性を引き出す教師  

・子供の声に耳を傾け、心を通わせる教師  

・仲間と協力し、よりよくしようと創意工夫する教師  

幼保・小・中の連携 

幼児・児童・生徒の成

長を見通した指導に務

め、円滑な接続と一貫

した教育を実現する。 


